
                  

逗
子
市
誕 

 
 長

柄
桜
山
古
墳
群
は
、
平
成
11
年

3
月
、
葉
山
桜
山
団
地
西
側
の
山
頂

（
現
在
の
第
1
号
墳
）
で
、
携
帯
電

話
の
中
継
基
地
建
設
工
事
に
伴
う
小

規
模
な
森
林
の
伐
採
及
び
整
地
が
行

わ
れ
た
際
、
葉
山
在
住
の
考
古
学
愛
好

家
が
埴
輪
片
等
を
発
見
す
る
ま
で
、
そ

の
存
在
は
公
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。 

発
見
後
に
行
な
わ
れ
た
試
掘
調
査
、
測

量
調
査
、
範
囲
確
認
調
査
の
結
果
、
両

古
墳
が
墳
長
墳
長
90
ｍ
前
後
の
前
方

後
円
墳
で
あ
り
、
現
存
す
る
古
墳
と
し

て
は
県
内
最
大
級
の
規
模
を
有
す
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
平
成
14
年

12
月
19
日
に
国
史
跡
指
定
を
受
け
た
。 
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逗子の遺跡① 長柄
な が え

桜山
さくらやま

古墳群
こふんぐん

 

前
方
後
円
墳
の
発
見

ま
で 

整備前 平成 17年（2005年） 整備後 令和 6年（2024年） 

 

長
柄
桜
山
古
墳
群
は
、
平
成
11
年
3
月
、

葉
桜
団
地
西
側
の
山
頂
（
現
在
の
第
1
号
墳
）

で
、
携
帯
電
話
の
中
継
基
地
建
設
工
事
に
伴
う

小
規
模
な
森
林
の
伐
採
及
び
整
地
が
行
わ
れ

た
際
、
葉
山
町
在
住
の
考
古
学
愛
好
家
が
埴
輪

片
等
を
発
見
す
る
ま
で
、
そ
の
存
在
は
公
に
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

発
見
後
に
行
わ
れ
た
試
掘
調
査
、
測
量
調

査
、
範
囲
確
認
調
査
の
結
果
、
両
古
墳
が
墳
長

90
ｍ
前
後
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
現
存
す
る

古
墳
と
し
て
は
県
内
最
大
級
の
規
模
を
有
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
平
成
14
年
12
月

19
日
に
国
史
跡
指
定
を
受
け
ま
し
た
。 

『
国
指
定
史
跡 

長
柄
桜
山
古
墳
群 

第
1
号
墳 

発
掘
調
査
概
要
報
告
書 
平
成
18
年
度

～
平
成
20
年
度
』
よ
り 

  



① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
よ
う
な
地
形
の
上
に
１
号
墳
は

つ
く
ら
れ
た
こ
と
。
つ
ま
り
こ
の
古

墳
は
西
側
へ
の
眺
望
、
西
側
か
ら
の

視
認
性
を
重
視
し
、
か
つ
最
大
き
詰

め
た
よ
う
に
も
見
え
た
で
あ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。
側
一
帯
か
ら

は
薄
黄
色
の
積
石
塚
状
に
視
認
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
。 

③ 

長
柄
桜
山
２
号
墳
に
は
葺
石
が

施
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
の
で
、
周
溝

を
廻
ら
さ
な
い
尾
根
上
へ
の
築
造
法

を
と
る
点
で
１
号
墳
と
共
通
す
る
反

面
、
２
基
の
古
墳
の
築
造
法
は
対
照
的

で
あ
る
こ
と
。 

④ 

後
円
部
に
は
埋
葬
施
設
（
後
円
部

中
心
主
体
）
が
１
基
あ
り
、
そ
の
構
造

は
木
棺
の
周
囲
に
粘
土
を
貼
り
付
け

る
粘
土
槨
状
で
あ
っ
た
こ
と
。
か
つ
陥

没
穴
の
上
面
に
は
土
師
器
や
埴
輪
片

が
集
中
し
て
出
土
し
、
墓
壙
上
祭
祀
の

痕
跡
が
明
確
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
。
つ

ま
り
西
日
本
一
帯
で
み
ら
れ
る
弥
生

墳
丘
墓
の
墓
上
祭
祀
の
残
影
が
確
認

で
き
た
こ
と
。 

⑤ 

埋
葬
施
設
の
軸
は
前
方
部
の
方

向
と
は
一
致
せ
ず
１５
度
の
振
れ
を
も

っ
て
斜
交
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
そ
の
軸

線
は
当
時
の
北
斗
七
星
の
周
回
範
囲

か
ら
も
外
れ
、
太
陽
の
出
没
範
囲
か
ら

も
外
れ
る
非
常
に
稀
有
な
事
例
で
あ

り
、
真
北
か
ら
４２
度
東
に
振
れ
る
、

後
漢
代
に
は
成
立
し
た
と
言
わ
れ
る

「
鬼
門
の
方
角
」
を
示
す
こ
と
。 

⑥ 

後
円
部
の
頂
上
外
縁
に
は
円
筒

埴
輪
列
が
各
地
に
広
ま
る
の
は
ち
ょ

う
ど
４
世
紀
後
半
で
あ
り
、
各
地
で
墳

長
１００
ｍ
級
の
大
型
前
方
後
円
墳
が
出

現
す
る
時
期
と
一
致
す
る
こ
と 

   

。 

 

 

  第 1号墳 第 2号墳 

全長 91.3ｍ 88ｍ 

後円部径 52.4ｍ 54ｍ 

前方部長 38.9ｍ 34ｍ 

前方部幅 33.0ｍ 45ｍ 

くびれ部幅 24.2ｍ 32ｍ 

墳頂部比高差 3.4ｍ 1.89ｍ 

段築 
後円部 3  

前方部 2 
不明 

葺石 無 有 

埴輪 円筒・壺形 円筒・壺形 

古
墳
に
つ
い
て 

墳
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

第
１
号
墳
は
、
逗
子
側
の
沖
積
低
地

や
逗
子
湾
側
が
眺
望
で
き
る
墳
丘
西

側
を
整
美
に
見
せ
る
よ
う
築
造
し
て

い
ま
す
。
墳
丘
西
側
に
は
正
円
形
を
描

く
後
円
部
に
三
段
の
段
築
を
巡
ら
せ

る
一
方
で
、
丘
陵
地
形
に
あ
わ
せ
て
歪

な
形
状
を
な
す
東
側
に
は
段
築
の
造

成
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

墳
丘
西
側
を
意
識
し
て
築
造
し
た

背
景
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
長
柄

桜
山
古
墳
群
周
辺
の
同
時
期
の
遺
跡

の
展
開
状
況
を
み
る
と
、
丘
陵
北
側
の

田
越
川
中
上
流
域
に
池
子
遺
跡
群
や

持
田
遺
跡
な
ど
、
濃
密
な
遺
跡
の
分
布

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
池
子
遺
跡
群
で
は

銅
鏃
や
鏡
、
持
田
遺
跡
で
は
石
釧
が
出

土
し
て
お
り
、
一
般
集
落
で
は
稀
な
当

時
の
高
価
値
財
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
古
墳
群
の
築
造
母
胎
は
田
越

川
中
上
流
域
の
遺
跡 

第
１
号
墳
か
ら
は
田
越
川
に
開
析

さ
れ
た
沖
積
低
地
及
び
逗
子
湾
を
、
さ

ら
に
東
京
湾
の
眺
望
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
第
２
号
墳
か
ら
は
相
模
湾
を
眺

望
す
る
こ
と
が
で
き
、
長
柄
桜
山
古
墳

群
は
眺
望
を
意
識
し
て
築
か
れ
た
古 

川
中
上
流
域
の
遺
跡
群
で
あ
っ
た
可

能
性
が
濃
厚
で
す
。 

こ
れ
ら
の
遺
跡
が
高
価
値
財
を
保

有
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
当
該
エ
リ
ア

の
地
理
的
特
性
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
相
模
湾
と
東
京
湾
を
画
す
る

三
浦
半
島
は
、
付
け
根
付
近
の
逗
子
湾

か
ら
長
浦
湾
を
結
ぶ
東
西
間
で
約
5.3

km
で
く
び
れ
て
お
り
、
両
湾
を
最
短

で
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ト
が

ま
さ
に
こ
の
エ
リ
ア
に
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

田
越
川
中
上
流
域
の
遺
跡
群
は
、
相

模
湾
と
東
京
湾
を
つ
な
ぐ
物
資
流
通

の
拠
点
に
展
開
し
、
そ
の
恩
恵
に
よ
っ

て
石
釧
を
は
じ
め
と
し
た
高
価
値
財

を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
国
指
定
史
跡 

長
柄
桜
山
古
墳 

群
第
1
号
墳 

発
掘
調
査
報
告
書
』 

よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  



ふれあいロードに咲く

ホウチャクソウ 

 
 木

の
芽
が
顔
を
出
し
始
め
、
山
々
が

新
緑
の
衣
を
纏
っ
た
季
節
。 

蘆
花
記
念

公
園
か
ら
旧

郷
土
資
料
館

を
通
っ
て
、

長
柄
桜
山
古

墳
群
を
巡
っ

て
み
ま
し
た
。 

 

桜
山
に
あ
る
旧
郷
土
資
料
館
脇
の

細
道
を
抜
け
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
を
進
む
と
、
逗
子

市
と
葉
山
町
の
境
界
を
ま
た
ぐ
よ
う

に
2
号
墳
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
2

号
墳
前
方
部
か
ら
は
眺
望
も
よ
く
、
逗

子
の
市
街
地
や
相
模
湾
、
晴
れ
た
日
に

は
富
士
山
が
一
望
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
付
近
は
、
古
東
海
道
筋
に
あ
た

る
場
所
で
、
ヤ
マ
ト
か
ら
東
国
へ
行
く

の
に
、
相
模
か
ら
東
京
湾
を
渡
り
、
上

総
か
ら
下
総
へ
と
回
る
ル
ー
ト
で
、
宝

亀
2
年
（
771
）
以
前
の
官
道
で
し
た
。 

畿
内
方
面
か
ら
来
て
房
総
方
面
へ

行
く
と
き
の
海
上
交
通
路
で
あ
る
要

衝
へ
と
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
葺
石
を
施
し
、
し
っ
か
り
と
し

た
畿
内
型
の
前
方
後
円
墳
の
形
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
葬
ら
れ
て

い
る
人
物
は
、
大
和
政
権
と
つ
な
が
り

の
あ
る
、
か
な
り
の
有
力
者
で
あ
る
と

い
う
説
が
あ
り
、
そ
の
当
時
に
思
い
を

馳
せ
つ
つ
、
１
号
墳
を
目
指
し
ま
す
。 

    

2
号
墳
を
後
に
し
、
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

が
群
生
す
る
尾
根
伝
い
の
ふ
れ
あ
い

ロ
ー
ド
を
さ
ら
に
進
み
ま
す
。
1
号

墳
ま
で
の
500
ｍ
の
道
の
り
は
、
小
鳥

の
囀
り
が
心
地
よ
く
聞
こ
え
新
緑
の

季
節
を
愉
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。 

進
行
方
向
に
向
っ
て
右
手
が
葉
山

町
、
左
手
が
逗
子
市
に
な
り
ま
す
。
1

号
墳
も
2
号
墳
と
同
じ
く
、
前
方
部

に
着
き
ま
す
。
前
方
部
か
ら
後
円
部
を

見
る
と
高
低
差
が
3.4
ｍ
も
あ
り
、
と

て
も
大
き
く
立
派
な
古
墳
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

1
号
墳
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
本

格
的
な
遺
構
保
存
工
事
に
着
手
し
て

お
り
、
10
年
後
の
令
和
6
年
度
に
完

成
し
ま
し
た
。
説
明
板
や
案
内
板
の
設

置
、
園
路
の
整
備
な
ど
が
な
さ
れ
逗
子

群生する 

ウラシマソウ 

長
柄
桜
山
古
墳
群
探
訪
記 



で
発
見
さ
れ
た
県
内
最
大
級
の
古
墳

群
を
日
常
の
生
活
の
中
で
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
学
び
や
憩
い
の

場
所
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

1
号
墳
か
ら
25
ｍ
ほ
ど
階
段
を
下

る
と
す
ぐ
に
葉
桜
住
宅
に
到
着
し
、
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
下
り
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

         

―主な参考資料― 

『史跡整備で甦る長柄桜山古墳群の時代－逗子市制 70 周年・葉山町制 100周年 

第 1 号墳 整備工事完成記念講演会－』逗子市教育委員会社会教育課・葉山町教育委員

会生涯学習課 P 213.7 ｼ   

『シンポジウム 前期古墳を考える(記録集)』逗子市教育委員会・葉山町教育委員会 D 

210.3 ｼ 2 

『国指定史跡 長柄桜山古墳群第 1 号墳 発掘調査報告書 2012』逗子市教育委員

会・葉山町教育委員会 D 210 ｸ 12 

『よみがえれ 1600 年！長柄桜山古墳群－発見からのあゆみ－』長柄・桜山古墳をま

もる会 Z 70.Z ﾖ 

『逗子－市制 60周年記念誌－』逗子市 P 213.7 ｽﾞ   

『長柄桜山古墳群―国指定史跡―』逗子市教育委員会・葉山町教育委員会 Z 70.Z ﾅ  

『郷土誌 葉山 1,2,4,10』葉山郷土史研究会 Z 29.H ｷ 1 P 291.3 ｷ 2,4,10 

第
1
号
墳
へ 

 
 

 
 

ＪＲ
逗
子
駅
4
番
バ
ス
の
り
ば
「
葉
桜
」
行 

約
10
分
「
葉
桜
」
下
車
。
葉
桜
住
宅
端
の
上
り
口
ま
で

徒
歩
約
8
分
。
階
段
を
約
3
分
上
る(

高
さ
約
25
ｍ
）
。 

第
2
号
墳
へ 

 

●
逗
子
市
側 

ＪＲ
逗
子
駅
3
番
バ
ス
の
り
ば
「(

海
岸
回
り)

葉
山
」
行 

①
約
8
分
「
六
代
御
前
ま
え
」
下
車
。
六
代
御
前
の
墓

右
わ
き
の
上
り
口
ま
で
徒
歩
約
3
分
。
舗
装
路
を
徒
歩

約
15
分
上
る(

高
さ
約
90
ｍ)

。 
②
約
9
分
「
富
士
見
橋
」
下
車
。
蘆
花
記
念
公
園
内
の

上
り
口
ま
で
徒
歩
約
5
分
。
山
道
を
徒
歩
約
15
分
上
る

（
高
さ
約
90
ｍ
）
。 

 

●
葉
山
町
側 

ＪＲ
逗
子
駅
1
番
バ
ス
の
り
ば
「
衣
笠
」
行
ほ
か
・
2
番

バ
ス
の
り
ば
「
長
井
」
行
ほ
か 

 

約
8
分
「
長
柄
交
差
点
」
下
車
。
桜
山
ト
ン
ネ
ル
脇

の
上
り
口
ま
で
徒
歩
約
3
分
。
山
道
を
徒
歩
約
15
分
上

る
（
高
さ
約
90
ｍ
）
。 

◎
付
近
に
駐
車
場
・
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

ア
ク
セ
ス 

   

長柄桜山古墳群の地図 


